
社会科学習指導案 
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１ 単元名 第１編 第３章 世界の諸地域 ２ アフリカの人々の暮らしとその変化 

 

２ 単元について 

 （１）生徒の実態 

    本学級の生徒は、全体的に落ち着いて授業に取り組む生徒が多い。積極的に発言する生徒はやや固定

化している傾向にあるが、他の生徒の発言やつぶやきなどをよく聞き、全体の課題として共有すること

ができる。多くの生徒が集中して授業に参加している一方で、盛り上がる場面と集中する場面とのメリ

ハリをつけられない生徒や、集中力に欠ける生徒が少数見られる。 

    本単元について、多くの生徒がアフリカ州に関する知識･理解に乏しく、偏った情報やイメージを持

っている生徒も多い。多くの生徒にとって馴染みの薄い単元であるからこそ、遠いアフリカの人々の暮

らしの特色を知り、アフリカの国が抱える課題が、私たちの生活と密接に結びついていることを多面

的・多角的に考察させ、自分たちの言葉で表現できるようにしたい。 

 

 （２）教材観 

    本単元は、学習指導要領の地理的分野の２ 内容のＢ「世界の様々な地域」の（２）「世界の諸地域」    

   ③「アフリカ」を指導内容として構成したものである。学習指導要領では「世界の諸地域」について、 

   各州において、主題を設けて課題を追究したり解決したりする活動を通して、知識、思考力、判断力、

表現力等を身に付けることとしている。 

    そこで本単元では、「アフリカの人々の暮らしとその変化」を主題に設定し、地域で見られる地球的

課題である「自然環境」「貧困」「教育」「食料問題」「紛争」「モノカルチャー経済」などを取り上げ、

これらの課題と、アフリカから資源や農産物を大量に輸入している日本のような先進国と、私たちの生

活とが密接に結びついていることに気がつき、アフリカの人々の暮らしの様子や、抱える課題の背景や

根本的な原因について考えることで、今後の地理や歴史、公民の学習を通して、日本や自分がこの課題

とどう向き合い、持続可能な社会づくりと関わっていけるかという社会形成への参画につなげたい。 

  

 （３）指導観 

    本単元が多くの生徒にとって馴染みが薄く、アフリカ州に対する知識・理解が乏しいからこそ、主体

的な学びにつなげるために、生徒の興味・関心を高める資料を提示し、学ぶ意欲を持たせたい。また、

グループ学習を取り入れることで、生徒同士が目的意識を共有し、級友の意見を聞くことで自分の考え

と繋がりを持たせるなどして、思考を深めることができると考える。こうして深めたグループの考えを

もとに、学級全体で課題を追究させたい。最後に、グループや全体で考えたり、話し合ったりしたこと

をもとに、追究課題についてもう一度個人に考えさせ、自分の考えを自分の言葉で表現させたい。 

 



３ 単元の目標 

 ①アフリカ州の人々の暮らしとその変化をもとに地域的特色を理解し、身に付ける。また、アフリカ州の地

域的特色関するさまざまな資料を収集し、有用な情報を適切に選択して、読み取ったり図表などにまとめ

たりする。 

 ②アフリカ州の人々の暮らしとその変化を多面的・多角的に考察し、その過程や結果を適切に表現する。 

 ③アフリカ州の地域的特色に対する関心を高め、それを意欲的に追究し、とらえる。 

 

４ 単元の指導計画と評価規準 

 （１）指導計画 

    第１編 世界の様々な地域 

     第３章 世界の諸地域 

      ２ アフリカの人々の暮らしとその変化 

       ①アフリカをながめて･･･････････１時間 

       ②アフリカの歩みと多様な民族･･･１時間 

       ③伝統的な農村のいま･･･････････１時間 

       ④変わる人々の暮らし･･･････････１時間 

⑤学習のまとめと表現（本時） 

 

 （２）単元の評価規準   

章・学習項目 知識及び技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む

態度 

第３章 世界の諸地域 

２ アフリカの人々

の暮らしとその変化 

 

アフリカ州の人々の暮ら

しとその変化をもとに地

域的特色を理解し、その知

識を身に付けている。 

地域的特色に関するさま

ざまな資料を収集し、有用

な情報を適切に選択して、

読み取ったり図表などに

まとめたりしている。 

アフリカ州の人々の暮ら

しとその変化をもとに多

面的・多角的に考察し、そ

の過程や結果を適切に表

現している。 

アフリカ州の地域的特色

に対する関心を高め、それ

を意欲的に追究し、とらえ

ようとしている。 

 

５ 本時の指導 

 （１）指導目標 

    アフリカ州は資源や農産物が豊富なのにも関わらず、貧しさから抜け出せない国が多い理由につい

て、アフリカが抱える課題の現状や背景をもとに、自分なりの考えをもち、自分の言葉で表現できる。 

 

 （２）本時の評価規準 

    アフリカ州の多くの国が貧しさから抜け出せない理由について、グループや全体での考察をもとに

しながら、最大の原因として考えられる課題を個人で選択して書いている。その選択の理由について自

分の考えを書いている。 【思考力、判断力、表現力等】 



 （３）本時の展開 

 学習活動 学習内容 
主体的・協働的に学ぶ

ための工夫 

指導上の留意点 

○留意点●評価 

導
入
（
課
題
把
握
） 

５
分 

１ 単元の学習をふり

返り、アフリカの豊

富な鉱産資源や農産

物の生産がアフリカ

の豊かさにつながっ

ていないことを確認

する。 

 

２ 本時の学習課題を

把握する。 

１ ・豊富な鉱産資源 

  ・豊富な農産物 

  ・アフリカの貧しさ 

   

 

 

 

 

２ 本時の課題 

 

 

 

 

 

 

○前時までの学習を

ふり返り、テンポよく

確認する。生徒に発言

させ、キーワードを引

き出させる。 

展
開
（
課
題
追
究
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３
５
分 

３ 課題追究の視点と

なるアフリカが抱え

る６つの課題を確認

する。 

 

 

４  ６つの課題のう

ち、アフリカ州が貧

しさから抜け出せな

い理由として関係が

深い項目を個人で３

つ選択してランキン

グし、１位の項目を

選んだ理由を書く。 

 

５ ４人グループで個

人のランキングと理

由を交流し、グルー

プで、最も課題解決

に関係が深い項目を

１つ選び、その理由

を示す。 

 

６ グループの選択と

理由を発表する。 

 

３ ６つの課題 

 

 

 

 

 

４ 課題解決にせまる３

つの視点 

 

 

 

 

 

 

 

５ 課題解決にせまるた

めの他の生徒の考え 

 

 

 

 

 

 

６ 課題解決にせまるた

めの他のグループの考

え 

 

 

 

 

 

 

・個人で３つを選択し、

ランキングさせること

で、自分事として考え

させる。【主体的】 

 

 

 

 

 

・他の生徒やグループ

の意見に共感したり、

異なる視点に気づいた

りさせる。 

【協働的】 

 

 

 

○前時までに６つの

課題についてその原

因や内容をおさえ、キ

ーワードでとらえさ

せる。 

 

 

 

 

〇既習内容を想起し

ながら３つを選択さ

せ、根拠をもってラン

キングさせる。 

●既習内容をもとに、

アフリカが貧しさから

抜け出せない理由につ

いて、３つ選択してい

る。【思考力・判断力】 

●ランキングの理由を

自分の言葉で書いてい

る。【表現力】 

 

 

○発表内容を黒板に

端的に残し、まとめに

活かせるようにする。 

アフリカ州では、なぜ多くの国が貧しさから抜け出せないのだろう。 

①植民地支配 ②紛争   

③食料    ④教育  

⑤工業化の遅れ  

⑥モノカルチャー経済   



終
末
（
課
題
解
決
） 

 
 
 
 
 
 
 

１
０
分 

 

９ 本時の学習課題に

ついてのまとめを、

条件に沿って個人で

考えて書く。 

〈条件〉 

①アフリカが貧しさか

ら抜け出すために最

も解決しなければな

らない課題を１つ選

ぶ。 

②①を選択した理由を

自分の言葉で書く。 

〈ふり返り〉 

条件①の課題につい 

て、どうすれば抜け出せ

るのか、解決策を考えて

書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 本時のまとめ 

 

 

・グループ、全体での考

察によって最初の個人

の選択、ランキングか

らの変化なども生かし

て書かせる。 

【主体的・協働的】 

 

 

 

 

 

 

・既習事項や話し合い

を参考に、貧しさから

抜け出すための解決策

を、自分なりに考えて

いる。【主体的】 

 

●アフリカで多くの

国が貧しさから抜け

出せない理由につい

て、自分の考えを書い

ている。 

 

○条件を確認し、書き

方を提示することで、

段階に応じて全員が

自分の考えを書ける

ようにする。 

○まとめを書くこと

ができた生徒は、ふり

かえりで、まとめで選

択した課題について

の解決策を書かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 【６つの課題】 

①植民地支配  ②紛争   

③食料       ④教育  

⑤工業化の遅れ  

⑥モノカルチャー経済 

▽ランキングしよう 《個人》 

 

 

 

アフリカ州では、なぜ多くの国が貧しさから抜け出せないのだろう。 

 

【まとめ】 

アフリカ州の多くの国が貧しさから抜け出せない最大の原因は（      ）だと考える。

その理由は、（                    ）である。 

 

 
【ふりかえり】 

 アフリカ州の多くの国が貧しさから抜け出すためには、（               ） 

が必要だと考える。  

 

【アフリカの貧困を示す資料】 

 

▽最大の原因を選ぼう 《グループ》 

①植民地支配…奴隷貿易→現代の紛争，開発の遅れ 

②紛争…国の政治や経済が不安定→貧困，飢餓，難民 

③食料…輸出用作物の生産優先→自給用の食料不足 

④教育…知識や職業訓練不足→賃金が低い不安定な仕事にしか就けず 

⑤工業化の遅れ…工業の人材不足→豊富な資源が生活向上につながらず 

⑥モノカルチャー経済…生産や価格が不安定→収入が不安定 

⑦教育…国づくりや紛争の解決、農業や工業の知識などすべてに関わる 

⑧紛争…民族間の格差や不公平→新たな争い 

 

 

 

 

 

 

【まとめ】 アフリカ州の多くの国が貧しさから抜け出せない最大の原因は、〔 教育 〕だ

と考える。その理由は、〔十分な教育を受けられないことが、食料問題や工業化の遅

れ、紛争の未解決などすべての問題につながっているから〕である。 

 

 


